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「乳房の表象」の意味と影響 





For centuries,the breast has been given powerful and contradictory meanings. As Marilyn 
Yalom said,"Babies see food. Men see sex. Doctors see disease. Business people see dollar 
signs.”  All female breasts are corded as “good breasts” and “bad breasts”. What kind of 
influence have the meanings of the breast representation had on women? In order to 
answer this question, this paper shows voices of 3 women who experienced breast cancer 
and mastectomy. Their breast representation is similar, but their attitude toward it is 
different. The issue is to see how we should place the breasts in women’s “living bodies” 
and “life”. 
 


































めるのか 危機の時代のジェンダー表象』 （山崎・池川・新保・千葉・黒田 2011）は、社
会状況の変革や価値観の揺らぎなど「時代の危機」に乳房の表象が生産され消費される契
機に着目し、乳房の表象と社会との関係、背景にあるジェンダーの力学を読み解く。『乳房
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母性-罪』を想起させる」（新保 2011: 153-4）。 




































































社会学研究科年報 2017 №24 



































（Yalom 1997=1998: 233）。 
ヤーロム、深井によると、西洋社会ではルネサンス以降にコルセットが使用されるよう
になった（Yalom 1997=1998, 深井 2014）。コルセットには主に 2 つの役割がある。1 つは
細いウエストを作ること、もう 1 つは乳房を支えることである。15 世紀から 16 世紀にか
けて、コルセットは乳房全体を覆い、乳房のふくらみは押さえられていた。17 世紀になる
と、コルセットの前の部分が次第に低くなり、17 世紀から 18 世紀にかけては乳房を極端





































ことで利益を得ている（Yalom 1997=1998: 300）。 
近年、企業は利益追求だけでなく社会的責任（CSR= Corporate Social Responsibility）を果
たすことが求められるようになった。女性向けの商品やサービスを提供する化粧品業界や
下着業界、製薬会社や保険会社などが、2000 年ごろから CSR の一環として乳がんの早期
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用された」（Yalom 1997=1998: 176）。 



























－ 50 － 
待っていると思わせることが狙いで、「外地で戦う男たちは戦争が破壊した愛や親密さや慈
































秩序の構築・再編」に関与する、強力な権力作用があるという（山崎 2011: 211）。 
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(1) 日本乳癌学会,「全国乳がん患者登録調査報告 2011 年次症例」 
(2) 国立がん研究センター, 2015 年のがん統計予測 




(5) インタビュー調査は 2014 年 9-10 月に東京・神奈川で行った。対象者は、筆者ががんに関するイ
ベントに参加して知り合った人、乳がん患者会の見学で知り合った人、調査対象者によって紹介
してもらった人に依頼した。事前に調査協力依頼書と研究倫理遵守の誓約書を送付し、協力の承
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